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　２月１日、小舟渡子ども会育成会（續石勝行会長）は、小舟渡小学校で第５　２月１日、小舟渡子ども会育成会（續石勝行会長）は、小舟渡小学校で第５
回独楽まわし大会を開催しました。回独楽まわし大会を開催しました。
　小舟渡小児童48 名が参加し、学年・男女オープン、ハンデなしのトーナメ　小舟渡小児童48 名が参加し、学年・男女オープン、ハンデなしのトーナメ
ント戦で戦いました。それぞれお手製の自慢のこまを勢い良くまわしながら、こント戦で戦いました。それぞれお手製の自慢のこまを勢い良くまわしながら、こ
ま同士をぶつけあう激しいバトルが繰り広げられま同士をぶつけあう激しいバトルが繰り広げられ、体育館には独楽をまわす音体育館には独楽をまわす音
と、父兄、地域住民らの声援が響き渡っていました。と、父兄、地域住民らの声援が響き渡っていました。

　２月１日、小舟渡子ども会育成会（續石勝行会長）は、小舟渡小学校で第５
回独楽まわし大会を開催しました。
　小舟渡小児童48 名が参加し、学年・男女オープン、ハンデなしのトーナメ
ント戦で戦いました。それぞれお手製の自慢のこまを勢い良くまわしながら、こ
ま同士をぶつけあう激しいバトルが繰り広げられ、体育館には独楽をまわす音
と、父兄、地域住民らの声援が響き渡っていました。
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一
月
十
一
日
、
新
春
を
飾
る
恒

例
行
事
で
あ
る
「
平
成
二
十
一
年

階
上
町
消
防
団
出
初
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
団
員
ら
百
八
名
が
参

加
。
役
場
裏
駐
車
場
で
は
、
観
閲

や
分
列
行
進
、
車
両
部
隊
の
機
械

器
具
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
、
ま

と
い
振
り
、
功
労
の
あ
っ
た
団

員
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
の
中
で
、寅
谷
団
長
は「
消

防
団
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、

よ
り
一
層
の
技
術
向
上
を
期
待
す

る
。
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
自
然

災
害
、
火
災
に
備
え
て
ほ
し
い
」

と
訓
示
。
団
員
ら
は
、
職
務
遂
行

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

2

平
成
21
年

階
上
町
消
防
団
出
初
式

階
上
町
消
防
団
出
初
式

平
成
21
年

（上）浜谷町長による観閲。
（下）各分団による分列行進。氷点下の中、一糸乱れぬ行進
　　  を披露。

1　機械器具点検を行う車両部隊。　2　寒空の中の出初式。
3　寅谷団長から表彰を受ける団員。　4　息のあった演奏のラッパ隊。
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消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ

き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
主
な
活
動

▽
災
害
時
の
活
動

　

火
災
発
生
時
に
は
い
ち
早
く
現

場
に
駆
け
つ
け
、
早
期
鎮
火
に
努

め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
自

然
災
害
発
生
時
に
は
、
地
理
や
世

帯
状
況
を
熟
知
し
た
消
防
団
員
が

的
確
か
つ
迅
速
に
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
。

▽
平
常
時
の
活
動

　

多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
に
励
み
、

消
防
団
員
と
し
て
の
知
識
習
得
と

技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
、
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

階
上
町
消
防
団
の
一
年

　

寒
空
の
下
、
恒
例
の
出
初
式
を

挙
行
し
、
平
成
二
十
一
年
の
活
動

に
向
け
、
気
を
引
き
締
め
た
階
上

町
消
防
団
で
す
が
、
平
成
二
十
年

も
火
災
や
風
水
害
等
の
災
害
へ
の

出
動
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

▽
一
月　

出
初
式
を
開
催
。

▽
四
月　

春
の
火
災
予
防
運
動
期

間
に
合
わ
せ
、
礼
式
訓
練
と
町
内

一
円
の
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

▽
五
月　

梅
雨
時
期
の
水
害
に
備

え
る
べ
く
、
県
の
水
防
演
習
に
参

加
し
、
土
の
う
積
み
訓
練
を
実

施
。

▽
六
月　

八
戸
地
区
消
防
操
法
大

会
に
出
場
。第
一
分
団（
小
舟
渡
）

が
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
優

勝
、
第
五
分
団
（
登
切
）
が
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
準
優
勝
を

飾
る
。

▽
七
月　

三
八
地
区
消
防
操
法
大

会
に
出
場
。
第
一
分
団
と
第
五
分

団
が
そ
れ
ぞ
れ
、
準
優
勝
と
い
う

好
成
績
を
お
さ
め
る
。

▽
十
月　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期

間
に
合
わ
せ
、
消
防
ポ
ン
プ
操
作

訓
練
と
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実

施
。

　

こ
の
ほ
か
、
津
波
注
意
報
発
令

時
の
海
岸
線
パ
ト
ロ
ー
ル
、
八
戸

市
消
防
団
と
合
同
で
開
催
さ
れ
る

観
閲
式
へ
の
参
加
、
臥
牛
山
ま
つ

り
や
い
ち
ご
煮
ま
つ
り
へ
の
警
戒

出
動
、
水
利
（
消
火
栓
、
防
災
水

槽
）点
検
な
ど
、地
域
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
、
非
常
時

を
問
わ
ず
、
地
域
に
密
着
し
て
活

動
し
、住
民
の
安
心
、安
全
を
守
っ

て
い
ま
す
。

大
蛇
学
区
連
合
子
ど
も
会
防
火

パ
ト
ロ
ー
ル

　

一
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、
大

蛇
学
区
連
合
子
ど
も
会
と
第
六
分

団
が
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

五
日
、
追
越
集
会
所
で
行
わ
れ

た
結
団
式
に
は
、
子
ど
も
会
会

員
、
六
分
団
団
員
、
大
蛇
婦
人

消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約
六
十
名
が
参

加
。
子
ど
も
ら
は
「
火
事
を
出
さ

な
い
、
出
さ
せ
な
い
、
火
遊
び
を

し
な
い
事
を
決
意
し
、
地
域
を
守

り
ま
す
」
と
決
意
表
明
し
た
後
、

「
火
の
用
心
、
ご
用
心
」
な
ど
と

防
火
用
語
を
連
呼
し
な
が
ら
、
大

蛇
・
追
越
・
荒
谷
地
区
内
に
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
九
年
度
よ

り
始
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
五
月

に
は
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
日

本
善
行
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

地域を守る
消防団

Fire Volunteer

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

（上）消防操法大会の様子。
（中）秋の火災予防運動時の防火パレード。
（下）水防演習での土のう積み訓練の様子。

「火の用心、ご用心」拍子木を打ちな
がら火災予防を呼びかける子供達。

■入団資格　18 歳以上で、階上町内に居住または勤務
　　　　　　する方。
〔消防団活動、入団に関する問い合わせ〕

総務課総務グループ　☎ 88-2112

現在、階上町消防団は７分団、163名が活躍しています。
ふるさとを守り、大切な人を守るため、あなたも一緒に階
上町消防団員として活動しませんか。

ふるさとを守り、大切な人を守る
－階上町消防団員募集－
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一
月
十
一
日
、
平
成
二
十
一
年

階
上
町
成
人
式
が
、
ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
対
象
者
二
百
五
十
二
人

中
、
百
六
十
二
人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
齋
藤
博
愛
さ
ん
が
「
両
親
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
周
囲
と
協
力
し
て
い

き
た
い
」
、
榊
綾
香
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
つ
く
り
明
る
く

し
て
い
く
の
は
私
た
ち
」
と
力

強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
の
運
営
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

が
行
い
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
、
記
念
写

真
撮
影
で
は
実
行
委
員
の
指
示
の

も
と
他
の
新
成
人
も
会
場
準
備
に

協
力
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
は
本
番
ま
で
十
一
回

の
委
員
会
を
重
ね
、
式
典
で
の
司

会
進
行
や
し
お
り
の
作
成
、
交
歓

会
の
企
画
、
運
営
な
ど
、
心
の
こ

広報はしかみ　2009・2 4

階
上
町
成
人
式

夢
に
と
き
め
け
！
明
日
に
き
ら
め
け
!!

教育委員会スタッフとの打ち合わせの中で、しおり班・ビデオ班に分か
れ作業が続く。中学時代の恩師の先生方からのビデオレターも自ら取材
に出かけ、制作した。

卒業アルバムの写真などがふんだ
んに盛り込まれた手作りスライド
ショーの出来栄えをチェック。

実行委員会結成
8月19日

委員会開催回数
11回

実行委員会
活動ルポ

平
成
21
年

広報はしかみ02月号03.indd   4 09.2.5   11:13:13 AM



広報はしかみ　2009・25

も
っ
た
手
作
り
の
成
人
式
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
を
務

め
た
鹿
糠
真
人
さ
ん
は
「
み
ん
な

を
ま
と
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
有
意
義
で
楽
し
い
時
間
だ
っ

た
。
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
作
り
。
二
十
歳
を
迎

え
、
町
民
の
誇
り
を
忘
れ
ず
に
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
は
、
四
十
歳
に
な
っ
て
も
楽

し
ん
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
当
日

の
式
の
様
子
も
盛
り
込
ん
だ
記
念

品
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
を
す
る
と
の
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
活
動
は
続
く
そ
う

で
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

広報はしかみ　2009・25

進行にも挑戦
（右）式 典 進 行　上 山 彩 子さん
（左）交歓会進行　小清水彩乃さん

式典でのピアノ伴奏
鈴木優美さん

実行委員長あいさつ
鹿糠真人さん

子ども会ジュニアリーダーズ
クラブも受付等で運営をサ
ポート

1　町民憲章を唱和する楮
かじ

覚
かく お

郎さん、玉川のぞみさん。
23　誓いのことばを述べる齋藤博

ひろちか

愛さん (写真 2)、
　　　榊綾香さん (写真 3)。
4　式が始まるのを待つ新成人。
5　久しぶりに会った友達と記念写真を撮る光景があちこちで
見られた。

6　「今何してるの」「メルアド交換しよう」再会に話がつきない。
7　中学時代の恩師の先生方もお祝いに駆けつけてくれた。
8　階上早生手打そば愛好会による階上早生そばもふるまわれた。

成人式実行委員会のみなさん
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町
議
会
臨
時
会

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
階
上
町
議
会
臨
時
会
が
一
月
二
十
三
日
開
会
し
、

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、予
算
一
件
、そ
の
他
二
件
が
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
二
十
年
度
階
上
町
一
般
会

計
補
正
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
平
成

二
十
一
年
度
運
行
に
向
け
て
の
債

務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
料　

一
千
六
百
六
十
八
万
九
千
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
委
託

料　

八
百
八
十
一
万
四
千
円

・
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成
二
十
年

度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
。

①
茨
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備

工
事
そ
の
三
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

・
場　

所

　
　

階
上
町
大
字
赤
保
内
地
内

・
契
約
額

　
　

四
千
二
百
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　

ド
リ
コ
株
式
会
社
東
北
支
店

・
契
約
の
方
法

　
　

制
限
付
一
般
競
争
入
札

②
茨
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
電
気
設
備

工
事
そ
の
二
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

・
場　

所

　
　

階
上
町
大
字
赤
保
内
地
内

・
契
約
額

　
　

三
千
二
百
五
十
五
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　

日
本
電
機
工
業
株
式
会
社

・
契
約
の
方
法

　
　

制
限
付
一
般
競
争
入
札

　

本
町
は
、
平
成
十
九
年
九
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
一
年
一
月
十
二

日
ま
で
の
五
〇
〇
日
間
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
九
日
以
来
、

約
二
年
九
カ
月
ぶ
り
の
達
成
と
な

り
ま
す
。

　

五
〇
〇
日
達
成
を
迎
え
た
一
月

予　
　

算

そ
の
他

町
議
会
臨
時
会

議会事務局より
議会の傍聴は受付簿に住
所、氏名を記入するだけ
でどなたでも傍聴できま
す。一度傍聴されてみて
はいかがでしょうか。　

【問い合わせ】
議会事務局☎ 88-2369

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
五
〇
〇
日
達
成

十
三
日
の
午
前
零
時
に
は
、
関
係

者
ら
が
役
場
前
に
集
ま
り
、
達
成

の
瞬
間
を
祝
い
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
日
に
は
、
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
の
畑
中
弘
實
会

長
と
、
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

の
阿
部
栄
子
会
長
、
八
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
階
上
支
部
の
上
野
正

蔵
支
部
長
、
八
戸
地
区
交
通
指
導

隊
階
上
支
隊
の
三
島
栴
治
支
隊
長

が
役
場
を
訪
れ
、
浜
谷
町
長
に

五
〇
〇
日
達
成
と
県
警
察
本
部
お

よ
び
八
戸
警
察
署
で
の
表
彰
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

畑
中
会
長
は
「
平
成
十
九
年
度

に
一
、〇
〇
〇
日
達
成
が
絶
た
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
五
〇
〇

日
達
成
に
は
特
別
の
思
い
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
、〇
〇
〇

日
に
向
け
て
各
団
体
と
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
喜
び
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

浜
谷
町
長
は
「
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
に
よ
る
日
頃
の
活
動
、
交
通

安
全
へ
の
呼
び
か
け
に
感
謝
し
ま

す
。
町
民
一
人
一
人
が
よ
り
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
一
、〇
〇
〇

日
と
い
う
さ
ら
に
大
き
い
目
標
に

向
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
ら
が
表
彰
報
告

表彰状を手に笑顔の関係者ら
（前列）左から　畑中弘實会長、浜谷町長、上野正蔵支部長
（後列）左から　阿部栄子会長、三島栴治支隊長
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一
月
一
日
に
発
生
し
た
大
規
模

断
水
に
お
い
て
、
石
鉢
小
学
校
に

設
置
さ
れ
た
給
水
所
で
は
、
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
早
朝

か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
給
水
所
に
訪

れ
た
方
々
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し

た
。
有
志
に
よ
り
、
寒
さ
を
し
の

ぐ
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
り
、
給

水
に
訪
れ
た
方
の
車
の
誘
導
を
し

た
り
す
る
中
で
、
自
然
と
「
ご
苦

労
さ
ま
」
と
互
い
に
笑
顔
で
声
を

か
け
あ
う
姿
が
見
ら
れ
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
へ
食
料
な
ど

の
差
し
入
れ
も
あ
る
な
ど
、
支
え

合
い
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
も
、
民
生
委

員
、
ほ
の
ぼ
の
協
力
員
ら
が
、
近

所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

へ
水
を
配
布
し
て
歩
く
な
ど
地
域

住
民
が
協
力
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
大
変
な
時
こ
そ
笑
顔
で
み
ん

な
で
助
け
合
う
」
い
ざ
と
い
う
と

き
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
が
頼
り

に
な
り
ま
す
。
寒
空
の
中
、
ご
協

力
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
月
六
日
、
う
ぐ
い
す
薬
局
代

表
の
山
田
文
義
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
、
町
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
金
十
万
円
を
寄
付
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

山
田
代
表
は
「
亡
き
妻
が
階
上

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
に

は
思
い
入
れ
が
あ
る
。
い
つ
か
地

域
に
還
元
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
今
後
も
、
町
民
の
健
康
の
一

助
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

町
の
振
興
発
展
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
ご

厚
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
月
二
十
四
日
、成
人
講
座「
学

び
の
王
国
！
は
し
か
み
キ
ャ
ン
パ

ス
」
が
閉
国
式
を
迎
え
、
六
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
全
三
十
日
間
の

学
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

落
語
家
古
今
亭
菊
千
代
氏
に
よ

る
講
演
の
後
、
閉
国
式
が
行
わ

れ
、
七
割
以
上
出
席
し
た
受
講
生

三
十
五
名
に
、
村
上
教
育
長
よ
り

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
生
の
一
人
、
外
舘
敏
美
さ

ん
は
「
今
年
は
ア
ウ
ト
ド
ア
、
太

極
拳
な
ど
い
ろ
ん
な
コ
ー
ス
を
選

択
。
講
座
を
通
じ
て
多
く
の
事
を

学
ん
だ
と
と
も
に
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
来
年
も
頑

張
り
た
い
」
と
長
期
に
渡
る
講
座

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

学
び
の
輪
広
が
る 

は
し
か
み
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
国
式修了証を授与される外舘敏美さん

町
の
た
め
に
役
立
て
て 

う
ぐ
い
す
薬
局
が
町
に
寄
付

　

町
で
は
、
運
動
を
通
し
て
、
寝

た
き
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
「
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
健

康
づ
く
り
教
室
」
を
地
区
毎
に
開

催
し
て
お
り
、
住
民
ら
が
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
、
血
圧
測
定
や
保
健
師

に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、
講

師
を
招
い
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ア
ッ
プ
体
操
な
ど
を
約
二
時
間
、

週
一
回
、
三
カ
月
続
け
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
登
切
地
区
、
小

舟
渡
地
区
が
実
施
し
て
お
り
、
体

重
、
体
脂
肪
等
数
値
の
改
善
は
も

ち
ろ
ん
、
姿
勢
が
良
く
な
っ
た

り
、
歩
き
方
が
若
々
し
く
な
る

な
ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

小
舟
渡
地
区
の
教
室
に
参
加
し

て
い
る
上
平
キ
ツ
さ
ん
は
「
仲

間
と
一
緒
に
毎
回
来
る
の
が
楽
し

い
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
笑
顔

で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
継

続
は
力
な
り
、
無
理
な
く
続
け
て

地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
！　
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
健
康
づ
く
り
教
室　

ご
近
所
の
底
力　
断
水
で
地
域
住
民
が
協
力
し
合
う

給水に訪れた方の車の誘導をするボランティアら

山田代表より、浜谷町長に目録が手渡
されました

小舟渡地区での教室の様子
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2007年度末2007年度末　バランスシートと行政コスト　バランスシートと行政コスト2007年度末　バランスシートと行政コスト
平成 19年度のバランスシート及び行政コストをお知らせします

階上町のバランスシート（賃借対照表）

平成 20年 3月 31 現在
平成１９年度総額 前年度比増減

（単位：千円）

借　

方

貸　

方

〔資産の部〕
１ 有形固定資産

２ 投資等

３ 流動資産

資産合計
〔負債の部〕
１ 固定負債

２ 流動負債

負債合計
〔正味資産の部〕
正味資産合計
負債・正味資産合計

19,360,005
1,545,651
1,673,448
22,579,104

9,995,039
798,430

10,793,469

11,785,635
22,579,104

▲ 638,446
33,023

▲ 83,870
▲ 689,293

▲ 373,201
59,326

▲ 313,875

▲ 375,418
▲ 689,293

町民 1人当たり性質別行政コスト

平成19年度 平成１8年度 比較
（単位：円）

人
に
係
る
も
の

物
に
係
る
も
の

移
転
支
出
的
な
も
の

そ
の
他

①人件費

②退職給与引当金繰入等

　　　　小　　計
①物件費

②維持補修費

③減価償却費

　　　　小　　計
①扶助費

②補助費等

③繰出金

④普通建設事業費

　（他団体への補助金等）

　　　　小　　計
①災害復旧事業費

②失業対策事業費

③公債費（利子分のみ）

④債務負担行為繰入

⑤不納欠損額

　　　　小　　計
　　　　合　　計

47,591
4,512
52,103
45,074
4,755
72,780
122,609
46,335
46,187
26,378

11,554

130,455
12,816

0
13,555

0
692

27,063
332,230

49,511
5,970
55,481
44,033
4,124
72,892
121,049
41,000
44,108
24,685

1,173

110,966
6,057
0

13,932
0
777

20,766
308,262

▲ 1,920
▲ 1,458
▲ 3,378
1,041
631

▲ 112
1,560
5,335
2,079
1,693

10,381

19,489
6,759
0

▲ 377
0

▲ 85
6,297
23,968

民生費

教育費

総務費

土木費

農林
水産業費

衛生費

消防費

公債費

災害復旧費

議会費
商工費

その他

目的別行政コスト

バランスシート
　町の資産と負債の状況を表したものです。
　増減の主な要因：有形固定資産は資産の減価償
却による減、投資等は投資及び出資金の増に伴う
増、流動資産は減債基金と歳計現金の減によるも
のです。負債は地方債の償還額の減、正味資産は
県支出金及び一般財源の減によるものです。

目的別行政コスト（円グラフ）
　町の歳出決算額のうち各種のサービスにどれだ
けの費用がかかっているかを表すものです。目的
別に占める割合は民生費、教育費、総務費の順と
なっています。

町民一人当たりの性質別行政コスト
　行政サービス費用を性質的に分類し、人口割と
したものです。一人当たり 332,230 円で、昨年度
より 23,968 円の増となりました。
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申告受付日程について
は、広報 1 月号をご覧
ください。

◇平成 21年 1月 1日現在、町内に住所のある方は、3月 16日までに住民税の申告をしてください。
◇申告をしていないと、必要なときに所得証明書の交付が受けられなかったり、国民健康保険税の軽
減が受けられなかったりなどがありますので、収入がなくても申告の必要な方は申告してください。

【問い合わせ】町民課税務グループ　☎88ー2129

平成21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ平成21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ平成21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ

申告が必要な方 申告が必要でない方
•給与や年金以外の所得がある方
•勤務先から給与支払報告書が町に提出されていな
い方
•非課税所得 (遺族年金、障害年金など )がある方
•医療費控除など各種控除を受けようとする方
•20年中の収入がなく、税金上、同世帯のどなたの
扶養にもなっていない方
•町外に居住する人の扶養になっている方

•税務署で確定申告をする方
•20 年中の収入が給与のみで、勤務先から給与支
払報告書が町に提出された方
•20年中の収入が公的年金のみで次の金額以下の方
　　S19.1.1 以前に生まれた方⇒ 148 万円
　　S19.1.2 以後に生まれた方⇒  98 万円
•上記に掲げた人の扶養になっている方

申告に必要なもの

•はんこ
•給与、年金の源泉徴収票
•20年中に支払った国民健康保険、国民年金、介
護保険、後期高齢者医療保険、生命保険、地震保
険、長期損害保険、医療費などの証明書または控
除証明書
•障害者手帳（本人・扶養家族分）
•営業等の所得がある方は、収支のわかる仕入・売
上等の帳簿、必要経費の領収書等
•農業所得がある方は、収入・必要経費のわかる書
類（出荷証明書・清算書・販売証明書・必要経費
の領収書・通帳等）

■確定申告をする方
　所得税の還付金は口座振込となりますので、申告者名
義の口座番号等がわかるようにして、おいで下さい。
　納税する方は口座引落しとなりますので、申告者名義
の通帳と口座使用の印鑑をお持ち下さい。

■所得税から住宅ローン控除額を引ききれな
かった方
　平成 11 年から 18 年までに入居した方で、平成 20 年
の所得税から住宅ローン控除額を引ききれない場合、申
告することにより住民税から控除されます。

税務署から確定申告書
の用紙が送られた方は、
当日必ずその用紙を持
参して下さい。

手続きは簡単です！

金融機関や税務署に備え付けの「預貯金口座振
替依頼書」に記入・押印のうえ提出ください。
一度提出していただくと、継続してご利用いた
だけます。（振替納税をしている方は、事前に
預貯金残高の確認をお願いします。）

【問い合わせ】八戸税務署　☎43-0141

納期限・振替日を忘れずに！
納税は便利・安全・確実な振替納税で！

平成 20 年分
　　申告所得税
平成 20 年分消費税
及び地方消費税
  （個人事業者）

3/16（月）

3/31（火）

4/22（水）

4/27（月）

税の種類 納期限 振替日

広報はしかみ02月号03.indd   9 09.2.5   11:13:22 AM



広報はしかみ　2009・2 10

給与からの天引き（特別徴収）
または

普通徴収（納付書または口座振替）

個人住民税の
公的年金からの特別徴収制度がはじまります

年金支給時に年金から天引きさ
せていただく特別徴収制度が開
始されます。

これまでの
支払方法

平成21年10月から

特別徴収の
対象となる方

前年中に対象となる公的年金の支払いを受けている 65歳以上の方で、次に該当する方。
　(1) 対象となる公的年金の給付額が年額 18万円以上である。
　(2) 当該年度の特別徴収税額が対象となる公的年金給付額の年額を超えない方。
　(3) 介護保険料が特別徴収（年金天引き）されている方。

対象となる
年金

老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金等（障害年金や遺族年金は対象外）

対象となる
個人住民税

公的年金等の年金所得に係る個人住民税のみとなりますので、年金所得のほかに給与所得、
不動産所得など他の所得がある場合、これらの所得に係る個人住民税は、今までどおり給与か
らの天引き（特別徴収）または普通徴収（納付書または口座振替）による納付となります。

徴　

収　

方　

法

■特別徴収を開始する年度（平成21年度）

■特別徴収を開始した翌年度以降（平成22年度から）　

【個人住民税が60,000円の場合】

徴収の方法 普通徴収（納付書または口座振替）

年税額の４分の１
（60,000÷4＝15,000円）

年金支給月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

１０月 １２月 ２月

15,000円

前年度2月分と同額

年税額の６分の１
（60,000÷6＝10,000円）

年税額から仮徴収分を引いた額の３分の１
（70,000－30,000）÷3＝13,300円

４月 ６月 ８月

10,000円 10,000円 10,000円 13,400円 13,300円13,300円

15,000円 10,000円 10,000円 10,000円
納　付　額

徴収の方法 特別徴収（仮徴収）

特別徴収（年金から天引き）

特別徴収（本徴収）

年金支給月

納　付　額

【個人住民税が70,000円の場合】

【問い合わせ】町民課税務グループ　☎88-2129

国民健康保険税（国保税）の特別徴収対象世帯の方は、納付方法について、
「特別徴収（年金からの天引き）」または「口座振替」のどちらかを選択
できるようになりました。

国保からの
お知らせ

【問い合わせ】町民課税務グループ　☎88-2129

これまでは、２年間、国保税の納め忘れがない場合に限って納付方法の変更（特別徴収→
口座振替）が認められていましたが、こうした要件が緩和されました。

　①世帯主が国民健康保険の被保険者で 65 歳～ 74 歳であること。
　②世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が 65 歳～ 74 歳であること。
　③特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上で、国保税と介護保険料の合算額が年金受給額の2分の1を超えないこと。

■口座振替を希望する場合は手続きが必要になりますので、税務グループまでお問い合わせください。
　〔国保税の特別徴収の対象となる世帯は次の①～③すべての要件に当てはまる世帯です〕

国民健康保険税（国保税）の特別徴収対象世帯の方は、納付方法について、
「特別徴収（年金からの天引き）」または「口座振替」のどちらかを選択
できるようになりました。
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　下のグラフ「腹囲と血糖値の関係（男性）」は、平
成20年5月から9月までに八戸市総合健診センター
で、国保特定健診または国保人間ドックを受診した男
性のおなか周り（腹囲）と血糖値の状況です。
　グラフからは、おなか周りが大きい人ほど血糖値が
高いことがわかります。（女性も同じ傾向です。）
　内臓脂肪は、血糖値を下げるインスリンというホル

【問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219

おなか周りと
血糖値の話

〔腹　囲〕へその周囲径のこと。
　　異常なし：男性85cm未満　女性90cm未満
〔血糖値〕血液中の血糖の量。
　　異常なし：空腹時70～ 99mg/dl
〔HbA1c〕過去1～2カ月の平均的な血糖状態がわかる。
　　異常なし：5.1％以下

腹囲と血糖値の関係（男性）

受診者数（人）

13人

38人

54人

98人

58人

33人

12人 14人

血糖値（mg/dl） HbA1c(%)

血糖値

HbA1c

腹囲（cm）

　高血圧や糖尿病での医療費は、月１万円（自己
負担3,000円）程度であるのに対し、それらが重
症化しておこる脳卒中や腎不全は月10～ 50万円
かかります。
　医療費は、皆さんの保険料でまかなわれていま
す。病気の予防・悪化防止に心がけましょう。

医療費のこと

モンの働きを妨げる化学物質を出し、インスリンの働きを悪くすると言われています。“ちょっと血糖が高め”と
いう方はもちろんのこと、現在治療中の方も、おなかがスッキリすれば血糖値が下がってお薬を減らせる可能性
があります。そして、将来、脳卒中や腎不全になることを予防できます。
　さぁ、今日からできることを始めましょう！

　えんぶりは、約８００年の伝統を誇る豊作祈願の祭
りで、太夫と呼ばれる舞手が馬の頭をかたどった華や
かな烏帽子をかぶり、頭を大きく振る独特の舞を披露
します。本町からは、田代、鳥屋部、平内の３えんぶ
り組が参加します。期間中、朝・昼・夜とそれぞれの
趣を醸し出す八戸えんぶりをお楽しみください。

■詳細日程・お庭えんぶり等のお問い合わせ
㈳八戸観光コンベンション協会　☎41-1661

国指定重要無形民俗文化財

八戸えんぶり

2月 17日火〜 20日金
お庭えんぶり17日火〜 22日日
2 月 17日火〜 20日金
お庭えんぶり17日火〜 22日日

八戸えんぶり 2月17日（火）
●奉納摺り（全えんぶり組）

長者山新羅神社　7:00〜

※奉納後、「長者まつりんぐ広場（旧市民病院跡地）」へ　

移動し、えんぶり行列までお囃子の競演が行われます。

●えんぶり撮影会（田代えんぶり組）
長者山新羅神社　8:00〜

●えんぶり行列・一斉摺り（全えんぶり組）
八戸市中心街　10:40 ～ 11:20（鍛冶町出発10:00）

2月18日（水）
●かがり火一斉摺り（田代えんぶり組）

市庁前市民広場　19:30 ～

●お庭えんぶり（平内えんぶり組）
更上閣　16:00〜、18:00〜、20:00〜 ※有料・要予約

2月19日（木）
●お庭えんぶり（鳥屋部えんぶり組）

更上閣　18:00〜、20:00〜 ※有料・要予約

階上町えんぶり組の主な出演日程
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な
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子
供
達
に
伝
え
た
い
大
切
な
事

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
親
子
で
感
動
を
共
有
し
、
生

き
る
事
の
意
味
が
子
供
達
に
伝
わ

れ
ば
！
と
い
う
願
い
を
込
め
た
本
。
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「
喜
び
と
悲
し
み
は
繰
り
返

す
」。さ
さ
や
か
な
幸
福
を
求
め
て

生
き
る
、
江
戸
の
庶
民
を
描
い
た

傑
作
短
編
集
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
五
〇
〇
日
達
成

～
そ
し
て
、
一
、〇
〇
〇
日
に
向
け
て
～

㉕

階
上
町
長　

浜 

谷 

豊 

美

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

■貸出時間■
○中央公民館
　9〜19時（月〜土、日・祝日）
○道仏公民館
　9〜17時（月〜金）
　※土曜は15時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9〜19時（火〜土、日・祝日） 『子育て 泣きたいとき

は泣いちゃおう !』
小野わこ著／学陽書房

　

去
る
一
月
十
三
日
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
と
交
通
安
全
関
係

者
の
一
体
と
な
っ
た
活
動
の
努
力

が
実
り
、
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

五
〇
〇
日
」
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

午
前
零
時
に
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
関

係
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
が
役
場

前
に
集
合
し
、
「
こ
れ
は
通
過
点

で
あ
り
、
次
の
一
、
〇
〇
〇
日

の
大
き
な
目
標
に
向
け
て
頑
張
ろ

う
」
と
誓
い
合
い
、
交
通
事
故
抑

止
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

わ
が
町
は
一
日
一
万
台
以
上
の

交
通
量
の
あ
る
国
道
四
十
五
号
線

や
県
道
、
そ
し
て
現
在
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
八
戸
久
慈
自
動

車
道
な
ど
交
通
環
境
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
の
記
録
は
大

変
意
義
あ
る
こ
と
で
、
一
月
十
四

日
に
県
警
察
本
部
長
室
に
お
い
て

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
町
交

通
安
全
母
の

会
連
合
会
が
、

十
九
日
に
八
戸
警
察

署
長
室
に
お
い
て
交

通
安
全
協
会
階
上
支
部
と
交
通
指

導
隊
階
上
支
隊
が
、
感
謝
状
な
ら

び
に
表
彰
状
、
盾
を
受
領
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

　

尊
い
命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

広報はしかみ　2009・1 12

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

図
書
室
だ
よ
り　

今
月
の
お
す
す
め
本

『森の博士ボノロン雪ホタルの巻』」
きたはらせいぼう・ぶん／コアミックス

『彼岸花』
宇江佐真理著 / 光文社

一
月
十
三
日
午
前
零
時
に
五
〇
〇
日
達

成
を
祝
っ
た
決
起
集
会

こころ豊かなケアの実践と
人の関わりを大切にする

グループホームゆとり

入居者募集中！
いつでもお気軽にお立ち寄りください
AED設置所（24時間対応可能）

039-1211　三戸郡階上町蒼前東６丁目9-181
TEL・FAX　0178-88-1920

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告） （広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）



　

今
年
度
、
鳥
屋
部
地
区
で
は
、

環
境
美
化
向
上
の
観
点
か
ら
、
階

上
岳
登
山
者
で
に
ぎ
わ
う
登
山
口

周
辺
二
カ
所
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

世
代
間
交
流
の
一
環
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
今

後
も
継
続
し
て
地
域
の
世
代
間
の

交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
主
要
事
業
と
し
て

地
域
住
民
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
盆
踊
り
大
会
」
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方

に
も
是
非
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
鳥
屋
部
え
ん
ぶ
り
」
の
保
存
伝

承
に
つ
い
て
は
鳥
屋
部
え
ん
ぶ
り

組
の
方
々
を
中
心
に
し
っ
か
り
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

階上うまいもん！　豆しとぎ

我が地
ま

域
ち

通信

ネットワーク　Network・・・・・・・・・・・

鳥屋部行政区
＜未来に残そう豊かな自然と伝統文化＞

◇地区データ◇
人口416人／世帯数140世帯（2月1日現在）
小学校区：階上小学校／区長：田中武志氏
階上岳登山の玄関口で、自然豊かな地区です。また、国の重要
無形民俗文化財指定の「鳥屋部えんぶり」を伝承しています。

推定樹齢千年の大銀杏
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道仏行政区
＜五 (互 ) 輪で繋ぐやすらぎとロマンの里づくり＞

◇地区データ◇
人口810人／世帯数280世帯（2月1日現在）
小学校区：道仏小学校／区長：大久保正彦氏
地区の中心を道仏川が流れ、道仏神楽、館神社、銀杏の木など
名所旧跡の多い地区です。

　

道
仏
地
区
で
は
、
昨
年
末
、
集

会
所
周
辺
の
側
溝
整
備
、
館
堀
り

跡
（
館
神
社
）
の
道
路
整
備
や
草

刈
り
な
ど
を
地
区
民
、
地
元
業
者

と
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

区
の
中
心
を
流
れ
る
道
仏
川
に
、

は
ま
ゆ
り
保
育
園
、
道
仏
小
学
校
、

漁
協
関
係
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

鮭
稚
魚
の
放
流
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
鮭
の
遡
上
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
が
元
気
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
、
人
に

優
し
い
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
住
民
一
丸
と
な
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
で
出
来
る
も
の

は
協
働
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
先
人
よ
り
継
承

さ
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
、
各
旧
跡

の
整
備
、
活
性
化
に
努
め
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

小学生から高齢者まで参加したグラウンド
ゴルフ大会

只今活動中！　はしかみホタルの会

　初夏の夜を彩る幻想的なホタルの光は、私たち
の心を癒してくれます。ホタルは周囲の自然環境
の変化がすぐに反映されやすい生き物であり、美
しい里山のバロメーターにもなっています。
　私達は町内に生息するホタルの情報や生息地域
の調査などを地道に行っています。興味のある方
は、一緒に勉強しながら活動してみませんか。
　■活動日　定例会年6回程度
　　　　　　　　　（そのほか不定期集会あり）
　■活動場所　石鉢ふれあい交流館（予定）及び町内
　■会　　費　年1,000円

【問】中里まで
　☎・FAX 88-2109

町内で問い合わせの多い生
息場所の一つ、寺下観音

　寒い冬に登
場するお菓子
といえば、金
ののべ棒なら
ぬ緑ののべ
棒「 豆 し と
ぎ」。
　一晩水に浸した大豆を丁寧につぶし、うる米粉、
砂糖、塩、豆の煮汁を入れて混ぜ、かまぼこ状にま
とめたものです。
　程よい噛みごたえとともに、口の中には豆の味が
広がります。そのまま食べてもよし、軽く表面を焼
いて、より豆の香ばしさを増して食べてもよしの素
朴なお菓子です。
　この「豆しとぎ」、昔は大豆を収穫した後の特別
な日のハレ料理の一つでもあったそうです。
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と
し
て
借
受
け
て
い
る
方
も
新
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に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
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の
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、
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す
る
方
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委
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会
ま
で
問
い
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。
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問
い
合
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し
込
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日　

３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
45
分
～
13
時

■
場
所　

岩
手
県
立
県
北
青
少
年

の
家
ス
ケ
ー
ト
場

■
参
加
資
格
及
び
定
員

・
小
学
生
の
部
、
大
人
の
部
（
中

学
生
以
上
）
先
着
合
計
24
チ
ー
ム

・
１
チ
ー
ム
９
名
以
内
（
補
欠
２

名
含
、
男
女
混
合
比
率
な
し
、
体

重
制
限
な
し
）

・
個
人
参
加
も
可
。（
但
し
、
１

チ
ー
ム
が
７
名
に
達
し
な
い
場
合

は
チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

■
参
加
費　

小
学
生
の
部
一
人
３

０
０
円
、
大
人
の
部
一
人
５
０
０

円【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

岩
手
県
立
県
北
青
少
年
の
家

　
☎
０
１
９
５
（
２
３
）
９
５
１
１

募集■
対
象　

町
内
に
生
活
の
根
拠

（
就
学
に
よ
り
転
出
し
て
い
る

場
合
は
扶
養
者
）
を
有
し
、
高
校
、

高
専
、
短
期
大
学
、
大
学
及
び
各

種
専
門
学
校
に
在
学
ま
た
は
進
学

す
る
方
。

■
貸
与
月
額

・
高
校
及
び
高
専
１
～
３
年

　
　
　
　
　

→
月
額
２
万
円
以
内

・
高
専
４
、５
年
、
短
期
大
学
、

大
学
及
び
各
種
専
門
学
校

　
　
　
　
　

→
月
額
４
万
円
以
内

※
月
額
は
個
人
の
貸
与
希
望
金
額

を
基
準
に
町
奨
学
資
金
の
予
算
の

範
囲
内
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
利
子
及
び
償
還
方
法

・
無
利
子

・
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
間
据
え

置
き
、
10
年
以
内
の
償
還

■
必
要
書
類

・
申
請
書
（
教
育
課
及
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

・
保
護
者
の
所
得
証
明
書
（
平
成

19
年
分
）
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知

書
の
写
し

■
受
付
期
間　
３
月
２
日
～
３
月
31
日

■
そ
の
他　

20
年
度
に
貸
与
限
度

額
を
改
定
し
た
の
で
現
在
奨
学
生

　

次
の
理
由
に
該
当
す
る
場
合
は
、

指
定
さ
れ
た
学
校
の
変
更
や
町
外

へ
の
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
区
域
外
通
学
に
該
当
す
る
理
由

①
転
居
予
定
の
た
め
、
短
期
間
学

区
外
か
ら
通
学
す
る
場
合
。

②
学
年
途
中
の
転
居
で
、
友
人
関

係
等
、
本
人
の
精
神
面
に
多
大
な

負
担
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
。

③
共
働
き
な
ど
の
た
め
下
校
後
、

親
の
勤
務
地
の
学
区
や
祖
父
母
等

の
居
住
す
る
学
区
の
学
校
に
通
学

す
る
場
合
。

④
両
親
の
離
婚
等
、
本
人
の
精
神

面
に
多
大
な
負
担
を
与
え
る
事
情

が
あ
り
教
育
環
境
面
に
配
慮
を
要

す
る
場
合
。

⑤
そ
の
他
、
教
育
的
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
場
合
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
４
９
５

平
成
21
年
度

　
　

階
上
町
奨
学
生

募集

だ
れ
で
も
氷
上
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
（
氷
上
綱
引
き
）

お知らせ

区
域
外
通
学
許
可
基
準
に

つ
い
て

階上町臨時職員任用候補者を募集します
■入会条件　保護者等が就労等のため昼間家庭にいな

い小学校１～３年生
■受付期間　２月１２日（木）～２月２７日（金）
■受付時間　8:30 ～ 17:00
■書類を揃えて各学童クラブへお申し込みください。 

（書類は各クラブ及び保健福祉課にあります）

任用人員は、町職員の病気
休暇、出産休暇等の状況に
応じて臨時職員として任用
されます。
■応募資格　通勤可能な方
■任用期間　6カ月未満
■職　　種　①一般事務　②用務員
　　　　　　③レセプト点検（有資格者）　
■勤務条件　階上町臨時的任用職員管理規程等を適用

します。
■応募方法　願書に履歴書を添えて役場総務課に提出

して下さい。（願書は総務課にあります）
■募集期間　2月12日（木）～ 2月27日（金）
【申し込み・問い合わせ】
　　　　　　　　総務課総務グループ　☎88-2112 【問い合わせ】保健福祉課福祉グループ　☎88-2641

学童保育入会申込受付をします

学童保育名 定員 利用時間
な か よ し ク ラ ブ
（中央保育園）☎88-2101

30名 【平日】
放課後～ 19:00
【長期休み】
7:00 ～ 19:00

※これまで赤保内集会
所で実施していた学童
クラブは、中央保育園
へ移行となります。

あ す な ろ ク ラ ブ
（石鉢保育園）☎88-3621

60名

階 上保育園クラブ
☎89-2302

19名

道 仏保育園クラブ
☎89-2210

19名
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押
え
な
ど
の
強
制
処
分
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
納

付
で
き
な
い
と
き
な
ど
は
、
税
務

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
町
税
等
の
種
類
と
納
期

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

・
固
定
資
産
税
（
第
１
期
～
４
期
）

・
町
県
民
税
（
第
１
期
～
４
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　

（
第
１
期
～
６
期
）

・
介
護
保
険
料
（
第
１
期
～
６
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　

（
第
１
期
～
６
期
）

※
町
税
等
と
は
、
い
ず
れ
も
普
通

徴
収
分
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
４

■
期
日　

３
月
９
日
（
月
）

　
　
　

・
10
時
～
12
時

　
　
　

・
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

階
上
町
役
場

■
種
類　

２
０
０
㎖
献
血

　
　
　
　

４
０
０
㎖
献
血

　

皆
様
の
善
意
の
協
力
を
待
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

募集

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参

加
し
ま
せ
ん
か（
内
閣
府
）

　

将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な

青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
様
々
な

青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
平
成
21
年
度
に

実
施
す
る
次
の
国
際
交
流
事
業
の

参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
事
業　

「
国
際
青
年
育
成

交
流
」「
日
本
・
中
国
青
年
親
善

交
流
」「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善

交
流
」「
青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
世
界

青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
」

【
問
い
合
わ
せ
】

　
内
閣
府
政
策
統
括
官
付
国
際
第
１
担
当

　
☎
０
３
（
３
５
８
１
）
１
１
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.cao.go.jp/koryu/

　

青
森
県
環
境
生
活
部
青
少
年
・

男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
２
６

　

介
護
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と

介
護
者
同
士
の
親
睦
、
交
流
の
集

い
で
す
。

■
期
日　

２
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

献血

移
動
採
血
車
に
よ
る

献
血
を
行
い
ま
す

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み

■
対
象　

町
内
で
高
齢
者
等
を
介

護
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
介
護

を
始
め
る
方

■
内
容　

調
理
実
習
（
介
護
食
の

作
り
方
）、
情
報
交
換
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操

■
内
容　

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　
２
０
０
円
（
昼
食
代
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

２
月
17
日
（
火
）
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
３
０
６
７

　

平
成
20
年
度
の
町
税
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
納
期
限
を
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
後
、
一
定
期
間
が
経
過

し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
督

促
状
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
も
納
付
が
な
い
場
合
は
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
領
収
書
な
ど
で
、
納
め
忘
れ

が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
催
告
書
が
送
付
さ
れ
た

後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
差

開催します

階
上
町
在
宅
介
護
者
の

集
い

税

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

募集職種 事務職員（主に施設管理に関する事務業務） 用務員（主に施設内の清掃業務）
募集人数 1名 1名

募集資格
普通自動車第１種免許
※社会福祉主事任用資格のある方、パソコン操作
（ワード、エクセル）ができる方を優先します。

特になし

雇用期間 平成21年4月1日～平成22年3月31日　※雇用期間を更新することがあります。
勤務時間 8時15分～ 17時
賃　　金 月額15万円（固定給） 日額5,400円
福利厚生 社会保険、雇用保険、労災保険の適用あり

応募書類
①臨時職員申込書②履歴書（写真添付）③資格証
明書の写し（社会福祉主事等の資格がある場合） ①臨時職員申込書②履歴書（写真添付）

階上町社会福祉協議会臨時職員
ハートフルプラザ・はしかみの指定管理業務のため、臨時職員を募集します

■応募期間　2月28日（土）まで
■そ の 他　臨時職員申込書は社会福祉協議会事務局にあります。
　　　　　　試験等（面接）については、応募者へ後日お知らせします。
■申し込み・問い合わせ　階上町社会福祉協議会　担当：信田　☎88-3067

募集
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生
徒
は
、
む
つ
市
、
八
戸
市
、

十
和
田
市
、
三
沢
市
な
ど
か
ら
通

学
し
、
年
齢
も
15
歳
か
ら
60
歳
代

ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
す
。

■
学
習
方
法

　

自
学
を
基
本
と
し
、
リ
ポ
ー
ト

（
課
題
）
作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
面
接
授
業
）
を
中
心
に
学
習
し

ま
す
。

■
修
業
年
限　

３
年
以
上

■
願
書
受
付

・
新
入
生　

２
月
25
日
～
３
月
27

日・
転
編
入
生　

２
月
25
日
～
３
月

17
日

※
願
書
は
八
戸
中
央
高
校
分
室
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
説
明
会

　

２
月
13
日
、
24
日
、
13
時
30
分

～
、
北
斗
高
校
八
戸
中
央
高
校
分

室【
問
い
合
わ
せ
】

北
斗
高
等
学
校
八
戸
中
央
高
校
分

室
教
務
部

　
　
　
　

☎
（
２
２
）
２
０
３
９

■
年
金
加
入
記
録
が
追
加
と
な
っ

た
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

▽
追
加
と
な
る
年
金

　

す
で
に
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

等
に
よ
り
年
金
加
入
記
録
の
も
れ

や
誤
り
が
確
認
さ
れ
、
記
録
が
追

加
と
な
っ
た
方
に
は
、
一
部
の
方

を
除
き
「
追
加
と
な
る
年
金
」
が

支
払
い
と
な
り
ま
す
。（
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
で

一
括
処
理
）

▽
支
払
い
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

　

当
初
、「
追
加
と
な
る
年
金
」

が
支
払
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
、

概
ね
３
カ
月
程
度
と
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
の
送
付
以
降
、
全
国
の
社

会
保
険
事
務
所
へ
の
来
訪
者
数
や

処
理
件
数
が
相
当
数
増
加
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、「
追
加
と
な
る
年

金
」
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
の
期
間

が
当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ

て
お
り
ま
す
。

　

年
金
受
給
者
の
皆
様
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
追

加
と
な
る
年
金
」
の
支
払
い
業
務

へ
の
職
員
の
集
中
配
置
や
事
務
処

理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化
等
に
よ

り
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
に
努
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
が

２
分
の
１
へ

　

平
成
16
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
３
分
の
１
で
あ
っ
た
国

庫
負
担
割
合
を
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
、
平
成
21
年
度
ま

で
に
、
完
全
に
２
分
の
１
に
引
き

上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
急
激
な
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
将
来
の
保
険
料
負
担

の
緩
和
や
、
年
金
財
源
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
７
３
６
９

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

年
金
だ
よ
り

＝
生
徒
募
集
＝

青
森
県
立
北
斗
高
等
学
校

八
戸
中
央
高
校
分
室

　
　
　
　
（
通
信
制
課
程
）

は
み
が
き
を

　

が
ん
ば
り
ま
し
た

　

去
る
12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
３

歳
児
健
診
に
お
い
て
、
歯
科
健
診

の
結
果
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

ど
も
さ
ん
13
名
に
表
彰
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

む
し
歯
は
３
つ
の
原
因
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

そ
し
て
、
い
っ
た
ん
む
し
歯
に
な

る
と
、
治
療
し
て
も
、
も
う
元
の

健
康
な
状
態
に
戻
れ
な
い
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
病
気
で
す
。

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
、
む

し
歯
の
原
因
と
な
る
要
素
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
砂
糖
の
と
り
方
を
工
夫
す
る
。

　
　
　
　
　

→
甘
味
の
適
正
摂
取

②
歯
垢
を
取
り
除
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

→
歯
み
が
き

③
む
し
歯
に
ま
け
な
い
強
い
歯
を

つ
く
る
。　
　

→
フ
ッ
素
の
利
用

む
し
歯
０
本
の
子
ど
も
た
ち

む
し
歯
の
原
因
と
予
防
法

小
笠
原
陽
香
（
お
が
さ
わ
ら
は
る
か
）
ち
ゃ
ん

工
藤　

舞
衣
（
く
ど
う
ま
い
）
ち
ゃ
ん

久
保　

春
夏
（
く
ぼ
は
な
）
ち
ゃ
ん

小
笹　

淳
哉
（
こ
ざ
さ
じ
ゅ
ん
や
）
く
ん

権
代　
　

悠
（
ご
ん
だ
い
は
る
）
く
ん

猪
鼻　

陽
斗
（
し
し
は
な
は
る
と
）
く
ん

清
水
田　

悠
（
し
み
ず
た
ゆ
う
）
く
ん

永
敷　

爽
人
（
な
が
し
き
み
ん
と
）
く
ん

東
野　

大
喜
（
ひ
が
し
の
た
い
き
）
く
ん

藤
谷　
　

煌
（
ふ
じ
や
ひ
か
る
）
く
ん

松
川　

大
輝
（
ま
つ
か
わ
だ
い
き
）
く
ん

森　
　

美
優
（
も
り
み
ゆ
う
）
ち
ゃ
ん

森
野　

柚
来
（
も
り
の
ゆ
ら
）
ち
ゃ
ん

親子
で

※
次
回
の
３
歳
児
健
診
（
３
月
）

で
も
、
む
し
歯
０
本
の
子
ど
も
さ

ん
を
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９
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県
内
で
７
３
８
件
発
生
。
そ
の
内

約
54
％
を
追
突
事
故
が
占
め
て
い

ま
す
。

■
ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と
時
間

と
車
間
距
離
！

・
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

・
２
倍
の
車
間
距
離

・
３
分
早
め
の
出
発

交 番 情 報
事件は 110番
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

消 防 情 報
火事は 119番
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

３時点灯
まもるくん

　

今
年
も
各
ご
家
庭
で
は
、
厳
し

い
冷
え
込
み
や
大
雪
へ
の
対
策
を

立
て
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

冬
期
間
に
お
け
る
消
防
活
動
は
、

道
路
の
凍
結
や
積
雪
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な

消
防
活
動
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
当
分
署
で

は
、
降
雪
や
積
雪
な
ど
気
象
状
況

に
応
じ
て
消
防
団
員
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
消
防
水
利
（
消

火
栓
・
防
火
水
槽
）
の
確
保
に
日

夜
努
め
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
に
も
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

◇

①
雪
に
よ
り
道
路
が
狭
く
な
り
ま

す
の
で
、
除
雪
の
際
は
道
路
に
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
火
災
現
場
に
最
も
近
い
消
防
水

利
に
近
づ
け
な
い
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
消
防
水
利
付
近
に
雪
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
冬
期
間
は
特
に
、
路
上
駐
車
や

消
防
水
利
付
近
の
駐
車
は
事
故
等

の
危
険
が
あ
る
た
め
絶
対
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

④
消
防
車
、
救
急
車
が
緊
急
走
行

し
て
い
る
時
は
、
道
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。

⑤
自
宅
の
そ
ば
に
あ
る
消
防
水
利

の
除
雪
も
時
間
が
あ
れ
ば
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
注
意
！

　

冬
期
間
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な

ど
除
雪
作
業
中
の
事
故
、
ま
た
転

倒
事
故
な
ど
が
起
き
や
す
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
火
気
使
用
の
機
会
が
増
え

る
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お
出
か
け

前
、
就
寝
前
に
は
必
ず
火
元
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
万
一
の
場
合
に
は
、
日
頃
の
ご

近
所
付
き
合
い
が
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
ご
家

庭
や
、
お
年
寄
り
の
方
々
へ
の
ご

配
慮
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

冬
期
間
は
天
候
、
気
温
の
変
化
、

交
通
量
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
路

面
状
況
が
刻
一
刻
と
変
化
し
ま
す
。

路
面
が
凍
結
し
た
り
、
雪
が
積

も
っ
た
り
す
る
と
非
常
に
滑
り
や

す
く
な
り
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
追

突
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

速
度
は
控
え
め
に
、
車
間
距
離

を
十
分
に
保
っ
て
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
冬
期
間
の
交
通
事
故
（
平
成
19

年
12
月
～
平
成
20
年
２
月
）
は
、

☆平成 20 年県内の交通事故発生状況☆　青森県交通対策協議会

死
者
の
状
態

飲酒運転による死者 9　人
（−1）

高齢者の死者
〜65歳以上の人〜

33　人
（−21）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 23　人
（−20）

非着用死者 13　人
（−4）

着用していれば
助かったと思われる人

7　人
（−3）

12月中 年累計

発
生

646　
件

（＋3）
6,404

件

（−452）

死
者

2　　
人

（−8）
62
人

（−30）

傷
者

816　
人

（＋25）
7,962

人

（−681）

☆平成 20 年階上町交通事故発生状況☆

12月31日現在 前年同期比増減

発生件数 38 − 15

死　　者 0 − 2

傷 者 数 49 − 11

　　死亡事故ゼロ連続日数 488 日

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

冬
期
間
に
お
け
る

消
防
活
動
に
ご
協
力
を
！

冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に

注
意
し
よ
う



広報はしかみ　2009・2 18

3　　月
1 日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

2 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

3 火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
町・県民税申告受付（石鉢/石鉢ふれあい交流館9:00 ～ 15:00）
乳児保健相談（H20.9 ～ 10月生まれ、ハートフルプラ
ザ9:30 ～ 12:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

4 水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・ダンボール収集日（全地区）
町・県民税申告受付（蒼前/石鉢ふれあい交流館9:00 ～ 15:00）

5 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）
町・県民税申告受付（野場中/石鉢ふれあい交流館9:00 ～ 15:00）

6 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

7 土
8 日 卒業式（階上中学校）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

9 月 燃やせないごみ収集日（全地区）
町・県民税申告受付（赤保内/ハートフルプラザ9:00 ～ 15:00）

10火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
町・県民税申告受付（耳ケ吠東/ハートフルプラザ9:00 ～ 15:00）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

11水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
町・県民税申告受付（耳ケ吠西/ハートフルプラザ9:00 ～ 15:00）
３歳児健康診査（H17.7.1 ～ 9.30生まれ、ハートフル
プラザ12:00 ～ 14:30）

12木 燃やせるごみ収集日（東部地区）
町・県民税申告受付（～ 13日、全地区/ハートフルプラザ9:00 ～ 15:00）

13金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

14土 卒業式（道仏中学校）

15日 町・県民税申告受付（～ 16日、全地区/ハートフルプラザ9:00 ～ 15:00）
剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

広報カレンダー　2月16日㈪〜3月15日㈰
2　　月

16月 燃やせないごみ収集日（全地区）
町・県民税申告受付（榊/道仏公民館9:00 ～ 15:00）

17火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
町・県民税申告受付（道仏/道仏公民館9:00 ～ 15:00）
合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

18水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・ダンボール収集日（全地区）
町・県民税申告受付（大蛇/道仏公民館9:00 ～ 15:00）
１歳６カ月児健康診査（H19.6.1 ～ 8.31生まれ、ハー
トフルプラザ12:30 ～ 14:30）

19木 燃やせるごみ収集日（東部地区）
粗大ごみ収集日（中央・西部地区）
町・県民税申告受付（追越・荒谷/道仏公民館9:00 ～ 15:00）

20金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町・県民税申告受付（小舟渡1 ～ 4班/道仏公民館9:00 ～ 15:00）

21土
22日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
23月 燃やせないごみ収集日（全地区）

町・県民税申告受付（小舟渡5 ～ 9班/道仏公民館9:00 ～ 15:00）
24火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

25水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
町・県民税申告受付（角柄折・金山沢/森の交流館9:00 ～ 15:00）

26木 燃やせるごみ収集日（東部地区）
町・県民税申告受付（田代・晴山沢/森の交流館9:00 ～ 15:00）

27金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町・県民税申告受付（平内・鳥屋部/森の交流館9:00 ～ 15:00）

28土

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

◎ごみ収集日の地区区分◎

中央・西部地区
石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代、晴

山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東 部 地 区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、道

仏、小舟渡

ごみは、収
・ ・ ・ ・

集日に指定された場所へ

朝８時までに出しましょう。

第5水曜日は、空缶、空ビン、ペッ

トボトルの収集を行います。

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

課名・グループ名等 直通電話番号

1 階

町 民 課
税 務 グ ル ー プ

賦 課 88-2129
収 納 88-2114

戸 籍 住 民 グ ル ー プ 88-2119

保健福祉課
健 康 増 進 グ ル ー プ 88-2219
福 祉 グ ル ー プ 88-2115・2641

出 納 室 88-2049
農 業 委 員 会 88-2946

2 階

総 務 課
総 務 グ ル ー プ 88-2112
企 画 財 政 グ ル ー プ 88-2113

産業建設課
産 業 振 興 グ ル ー プ 88-2116
土 木 建 設 グ ル ー プ 88-2118

教 育 課 教 育 グ ル ー プ
学 務 88-2495
社 教 88-2698・2764

3 階 議 会 事 務 局 88-2369

○土・日・祝日及び午後 5時以降のご連絡は（代）88-2111 へお願いいたします。
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◇ 182 ◇

正
部
家　

奨
／
作
・
佐
藤　

明
／
画

〈237〉

有　

谷　
　
　

升
日当たりのよい場所を好む。

ホ
ト
ケ
ノ
ザ　
（
し
そ
科
）

天
保
百
姓
一い
っ
き揆
の
群
像
（
五
）

　

天
保
五
年
に
起
き
た
八
戸
藩
の

百
姓
一
揆
の
「
本ほ

ん
た
い隊
」
と
も
呼
ば

れ
た
久
慈
村
か
ら
の
一
揆
の
「
願

ね
が
い

筋す
じ

」
（
訴
状
）
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
。

　

此
節
稗ひ

え
さ
ん
ご
う

三
合
之
御お

つ
も
り積
を
以も

っ

て
。

尤も
っ
と
も

一
日
三
合
宛
、
御お

ね
だ
ん
は

直
段
者
、

壱い
っ
か
ん
も
ん

貫
文
ニ
付
四
斗
之
御
買
上
為

始
、
大
豆
、
塩
、
鰯
粕
、
油
、

休
箒
、
御お

せ
り
ご
ま

掫
駒
、
牛
馬
役や

く

、
商

人
泊
、
煙た

ば
こ
や
く

草
役
、
八は

ち
の
へ
さ
か
な
だ
し
や
く

戸
肴
出
役
、

御
蔵
給
所
、
不
抱
過
役
、
銀
札

手
切
御
引
揚
ゲ
、
他
領
出
商
人

宿
致
候
事
、
勝
手
次
第
ニ
入
込
、

鉄
山
売
山
所
々
、
御
上
様
ニ
テ

御
立
被
置
候
、
御
番
所
、
沖

お
き
の
く
ち口

壱い
っ
こ
く石

三
百
文
、
山や

ま
や
く役

倍
増
、
諸

職
人
倍
増
、
右
十
三
ヶ
条
、
掟

お
き
て

与と

御
聞
人
済
無
之
候
処
、
十
三

日
八や

つ
ど
き

ツ
時
頃
（
午
後
二
時
ご

ろ
）
迠
ニ
テ
漸
々
大
略
、
先
年

之
通
、
為
御
叶
被
成
下
、
右
願

之
通
、
被
仰
付
候
品
数
左
之
通
。

三さ
ん
ご
う合
扶ぶ

ち持
御
免
、
大
豆
、
粕
、

油
、
塩
、
御
蔵
給
所
ニ
不
抱
過

役
、
沖お

き
の
く
ち口

、
煙た

ば
こ
や
く

草
役
、
銘
々
商

人
宿
、御お

せ
り
ご
ま

掫
駒
、其
所
を
以
テ
先

年
之
通
、
八
戸
肴
出
役
、
酒
屋
、

世
の
中
相
成
次
第
、
牛
馬
役
倍

増
先
例
之
通
、
山
役
銭
倍
増
、

諸
職
人
倍
増
、
惣す

べ

テ
先
年
之
通

御
免
為
相
叶
候
、
以
上
追
々
願

之
筋す

じ

、
何
義
ニ
不
寄
、
下
々
願

之
儀
、
急き

っ
と度
為
叶
被
下
候
趣
御ご

沙さ

た汰
御
座
候
。

御
役
人
様
方
之
御ご

い
ん
ぎ
ょ
う

印
形
付
ニ
テ

御
一
札
被
成
下
難
有
頂
戴
持
参

仕
候
。

如か
く
の
ご
と
き

斬
之
百
姓
願
、
前
代
未
聞
無

之
候
故
、
末
世
之
記
録
ニ
モ
書

留
致
置
候

と
書
き
結
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
の
中
頃
に
、
日
当
た
り
の

良
い
道
端
で
ピ
ン
ク
色
の
可
愛
い

花
を
つ
け
る
。
仏
座
の
よ
う
な
形

を
し
た
葉
の
上
に
、
胴
長
で
唇
形

の
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。

葉
を
仏
座
に
、
花
を
仏
様
に
見
立

て
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ

い
た
と
い
う
。

　

ピ
ン
ク
色
の
花
は
、
分
か
れ
た

唇
形
を
し
て
お
り
、
基
部
は
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。

　

春
の
七
草
に
も
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と

い
う
草
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
キ
ク

科
の
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
の
こ
と
で

あ
る
。
一
つ
一
つ
の
花
を
よ
く
見

る
と
、
ヘ
ビ
の
お
も
ち
ゃ
が
口
を

開
け
て
い
る
よ
う
で
か
わ
い
ら
し

い
。
仲
間
に
は
、
カ
キ
ド
ウ
シ
、

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
な
ど
が
あ
る
。
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道
仏
神
楽
は
、
早
池
峰
山
系
の
修
験
者
に
よ
っ
て

旧
南
部
藩
領
に
広
め
ら
れ
た
山
伏
神
楽
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
白
龍
大
権
現
を
祀ま

つ

り
三
百
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
現
在
は
修
験
者
の
流
れ
を
く

む
赤
松
家
に
代
々
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
由

来
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

　

こ
の
地
方
の
神
楽
は
、
そ
の
所
作
に
よ
っ
て
様
々

な
系
統
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
道
仏
神
楽
は
、
テ
ン

ポ
の
よ
い
九
戸
・
江
刺
家
手
の
組
み
合
わ
せ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
舞
に
は
権
現
舞
の
他
、
御
祈
祷
舞

（
番ば

ん
が
く楽

・
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
他
）
や
山
ノ
神
舞
等
の
数
演
目
が

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
は
、
現
在
の
階
上
町
道
仏
、
八
戸
市
金
浜
、

岩
手
県
洋
野
町
角
ノ
浜
ま
で
を
範
囲
と
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
に
よ
り
一
時
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
年
、
地

元
青
年
団
の
熱
意
に
よ
り
約
二
十
数
年
ぶ
り
に
復
活

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

階
上
町
で
は
神
社
や
祠ほ

こ
ら

等
の
中
に
権
現
様
が
祀

ら
れ
て
い
る
例
が

多
く
、
晴
山
沢
日

吉
神
楽
等
多
く
の

山
伏
神
楽
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在

継
承
さ
れ
残
さ
れ

て
い
る
も
の
は
道

仏
神
楽
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

階
上
町
で
残
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
伝
統
芸
能
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。

八戸圏域水道企業団より
お詫びとお礼

　1月 1日に発生した漏水事故に
より、町民の皆様には大変ご迷惑を
おかけしたことを、心からお詫び申
し上げます。
　1月 22日に本格復旧いたしまし
たが、その間、皆様の節水へのご協
力により、全域で水の供給が出来ま
した。誠にありがとうございました。

【問】八戸圏域水道企業団
☎ 70-7000

わが町の文化財⑪
階上町指定無形民俗文化財第１号（平成20年3月21日指定）

実施地域：階上町大字道仏地区／実施期間：通年（1月 2日門付け）
道
どうぶつ

仏神
かぐ

楽
ら
（実施団体：道仏神楽組）

戸籍の窓　平成20年12月16日〜平成21年1月受付分（敬称略）

人
の
う
ご
き

世帯数と人口
平成21年1月1日現在（±前月比）
　世帯数　 5,606世帯（＋17）
　総人口　14,860人　（＋17）
　　男　　 7,456人　（＋ 6）
　　女　　 7,404人　（＋11）

平成21年2月1日現在（±前月比）
　世帯数　 5,611世帯（＋ 5）
　総人口　14,860人　（± 0）
　　男　　 7,450人　（− 6）
　　女　　 7,410人　（＋ 6）

	 （父の名・母の名）	（地区名）

嵯　峨　有
ゆう

　真
ま

（康　成・恵　子）石　鉢

内　城　司
し

　聖
き

（高　志・尚　子）田　代

大　野　愛
あい

　佳
か

（秀　一・美　幸）駅　前

午　来　琉
りゅう

　聖
せい

（　潤　・恵　子）石　鉢

續　石　愛
ま

　桜
お

（　学　・利津子）小舟渡

荒　谷　逢
あい

　琉
る

（圭　司・瑞　穂）荒　谷

小　松　永
えい

　人
と

（　隆　・美知子）耳ケ吠西

久　保　絢
あや

　音
ね

（裕　一・　郁　）晴山沢

村　田　友
ゆ ず き

寿紀（誠　人・紀　子）耳ケ吠東

　南　　優
ゆ

　月
づき

（敏　明・　薫　）追　越

中　城　快
はや

　斗
と

（利　哉・一　美）晴山沢

上　平　　怜
れん

　（順　一・理　恵）蒼　前

松　本　圭
けい

　右
すけ

（浩　昭・敦　子）金山沢

お誕生おめでとう お悔やみ
　申し上げます

　　（年齢・地区名）

川　向　マツヨ（78・　榊　）
高　村　富　藏（70・石　鉢）
木　村　正　己（79・道　仏）
三　浦　勝　雄（74・蒼　前）
神子沢　由　　（67・野場中）
坂　下　　勇　（70・追　越）
大　渡　吉　雄（76・耳ケ吠東）
北　川　正　水（66・蒼　前）
松　森　早　苗（49・荒　谷）
桑　原　　進　（51・道　仏）
田　中　ヨ　シ（82・石　鉢）
山　本　優　子（55・蒼　前）
菊　池　忠　夫（73・大　蛇）
佐々木　蒼　天（ 0・石　鉢）
引敷林　金　藏（85・平　内）

（希望者の分を掲載しています）

　　　（住所又は元の本籍）

（久　保　有　方（　 榊 　））　髙　谷　久美子（弘 前 市）

（笠水上　　佑 　（野 場 中））　島　村　悦　子（五所川原市）

前途を
祝福します

編　集　後　記
　盛り上がった小舟
渡地区の独楽まわし
大会。１分という短
い時間の中で、いか
に相手のこまに近づ
き、ぶつけるか、子
どもたちの見事な独楽まわしぶりに
圧倒されました。父兄はもちろん、
地域のお年寄りも「ぶつけろ！」「よ
しっ！」と一緒になって応援。独楽
まわしを通して、子どもから大人ま
で多世代にわたって楽しむ姿がとて
も印象的でした。（Ｔ）
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